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名前 竹迫 純一（たけさこ じゅんいち）

所属 株式会社ＩＨＩ グループ業務統括室
（その前は、情報システム部門 15年）
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実務実習 大塚商会主催
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ものづくりイノベーション研究会
新談士の会
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１．工作機械製造業の状況
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工作機械とは
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 精密で複雑な部品を正確かつ効率的に作ることが工作機械の役割

 すべての機械やそれらの部品は工作機械を通じて作られていることから、
「機械を作る機械」「マザーマシン(母なる機械)」ともいわれる。

 工作機械は、広義には「切削、研削、せん断、鍛造、圧延等により金属、木
材、その他の材料を有用な形にする機械」と定義される。

 日本工業規格(JIS)の定義
「主として金属の工作物を , 切削 , 研削などによって , 又は電気 , その他
のエネルギーを利用して不要な部分を取り除き , 所要の形状に作り上げる
機械。ただし , 使用中機械を手で保持したり , マグネットスタンド等に
よって固定するものを除く。狭義であることを特に強調するときには , 金
属切削工作機械と表現することもある。」

 素材のせん断、プレス、曲げ加工といった非除去加工の機械（シャーリング
やプレスブレーキなど）は、工作機械に含まれません。板金機械と呼ばれて
います



工作機械とは
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https://www.kousakukikai.tech/machinetools/

旋盤
フライス盤

マシニングセンター

研削盤
ボール盤

木材や金属素
材に穴を開け
たり、穴を堀
り広げるため
の工作機械

回転する台に加工物をとりつ
け、刃物(バイト)を当てて工
作物を削って作りだす機械

回転する主軸に刃物(フライス)
を取り付け、固定した素材を
削って加工物を作り出す機械

複数の刃物を自動で交換できる
装置を持ち、プログラミング制
御に従って穴開けや平面削りな
どを１台でこなせる機械

高速で回転する砥石
に素材を押し当て、
少しずつ削り取って
いく機械

https://www.kousakukikai.tech/machinetools/


工作機械とは
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アマダ DMG森精機 ファナック

CNC

ロボット

ロボドリル(小型切削加工機)

ロボナノ
(超精密加工機)

5軸/複合加工機

ターニングセンタ(旋盤)

マシニングセンタ

パンチ・レーザー複合マシン

ベンディングマシン

縦型バンドソー



日本標準産業分類
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E 製造業
26 生産用機械器具製造業

266 金属加工機械製造業

2661 金属工作機械製造業
主な製品：旋盤、ボール盤、中ぐり盤、フライス盤、研削盤、歯切盤

及び歯車仕上げ機械、専用機（金属工作機械）、マシニング
センタ、放電加工機など

2662 金属加工機械製造業（金属工作機械を除く）
主な製品：圧延機械、線引機、製管機、ベンディングマシン、液圧プ

レス、機械プレス、せん断機、鍛造機、ワイヤフォーミング
マシン、人力プレス、ガス溶接機など



工作機械ビジネス市場全体像 (業界地図2020より 2019.9.5発行)
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 工作機械業界は、決算シーズンに注目される業界の一つ。
 自動車や電子機器の金型や部品を作り出す業界の動向は製造業の設備投資意
欲を映す景気の先行指標とされる。

 日本工作機械工業会「月次受注速報」は機械銘柄のみならず、広範な株価に
影響を与える。

 市場は2008年のリーマンショック以降、スマホ普及による新モデル登場に合
わせた特需と、その反動とを繰り返してきた。

 近年は最大市場である中国の動向に牽引され18年度の受注高は1兆8158億円
と、2年連続で過去最高を更新した。

 そんな空前の活況に米中貿易摩擦が水を差した。18年初からスマホ特需の反
動減発生は見込まれていた。さらに同年夏ごろからは貿易摩擦による景気減
速を恐れた中国メーカーが設備投資を控え始め、受注が減速していった。中
国市場の停滞に引きずられて欧州、米国向けの受注も減少。各社は19年度の
業績予測を減収減益とみる。中国を中心にリードタイムが短い小型機を納入
していたファナックやブラザー工業は18年度に早くも前期割れに見舞われた。

 一方ヤマザキマザックはじめ複数のメーカーは逆張りの増産投資を計画。日
本の人手不足や中国の人件費高騰を背景とした省人化投資や、５G・自動運
転などの最新技術登場に伴う設備投資の活性化が見込まれるからだ。

 前年割れを免れない中、次の大波を待ち、爪を研ぐ1年となりそうだ。



工作機械ビジネス市場全体像（工作機械受注統計）
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日本工作機械販売協会 (工作機械受注統計)
http://www.nikkohan.or.jp/toukei/
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工作機械ビジネス市場全体像 (金融市場NOW 2020.3.2号)
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ニッセイアセットマネジメント 金融市場NOW 2020年03月02日号 より
https://www.nam.co.jp/market/column/trend/2020/200302.html

工作機械受注 回復の兆し見えず
 2020年1月の工作機械受注額は、前年同期比－35.6％の808億円となり、16ヵ月連
続の減少。

 米中貿易摩擦を受けた世界経済の不透明感の高まりなどから、企業が設備投資を控
えたことが影響か。

 新型肺炎の感染拡大や企業の設備投資抑制の継続などにより、工作機械受注の反転
には時間を要するか。

https://www.nam.co.jp/market/column/trend/2020/200302.html


２．分析対象会社の紹介
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各社の位置づけ
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https://gyokai-search.com/3-koki.html

https://gyokai-search.com/3-koki.html


工作機械全体像（業界地図 2020年版から）
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分析対象 3社の概要
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アマダ (6113) ＤＭＧ森精機 (6141) ファナック (6954)

ロゴ
所在地 神奈川県伊勢原市 名古屋市中村区名駅 山梨県忍野村
特色 金属加工機械の総合

メーカーで世界首位級。
板金加工機は国内
シェア６割。配当性向
５０％メド

ＮＣ旋盤・マシニングセン
タ（ＭＣ）で最大手格。
ＴＯＢで独ＤＭＧを連
結化し、経営一体化

工作機械用ＮＣ（数値
制御）装置世界首位。
産業用ロボや小型マシニ
ングセンタも。配当性向
６０％

設立 1948年5月1日 1948年10月26日 1972年5月12日
資本金 54,768百万円 51,115百万円 69,014百万円
売上高 338,175百万円 485,778百万円 508,252百万円
経営利益 47,913百万円 31,451百万円 102,816百万円
従業員数(連結) 9,494人 12,837人 7,866人
平均年収(年齢) 7,260千円(43.6歳) 8,050千円(40.7歳) 13,64０千円(40.8歳)



分析対象 3社の概要
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アマダ (6113) ＤＭＧ森精機 (6141) ファナック (6954)

特徴 金属加工機械分野
（特に板金機械）で国
内トップシェアを誇る。ま
た割賦販売で中小企業、
および海外への開拓に積
極的。板金加工機分野
に特化し、選択と集中戦
略に基づき成長。維持
保守やアフターサービスも
責任をもって対応。顧客
の製造現場で派生する
トラブル・ニーズをキャッチ
し迅速に新製品に反映。

主にCNC旋盤やマシニング
センタの、ともに中型機を手
掛けている。工作機械製造
会社としての歴史は古くな
いが、機械工作の主流が
数値制御（NC）へと移っ
て以降急伸した。現在は日
本では、奈良県大和郡山
市、三重県伊賀市の2箇
所に、海外ではアメリカ、中
国、ドイツ、ポーランド、イタ
リア、ロシアの10箇所に構
えている。

工作機械用CNC（コン
ピューター数値制御）装置
や産業用ロボットなどの市場
占有率が高い。CNC装置、
世界シェアの約50%、日本
でのシェアは70%に達する。
産業用ロボットにおいても、
世界シェアの18.5%で世界
首位。サーボモータやビジョン
センサなどの内製化や、自社
工場内での自社製産業用
ロボットの活用で圧倒的高
利益体質。技術流出防止
のため、日本生産にこだわり。



（１）アマダ
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1946年９月東京都豊島区高田南町にて創業
1948年６月合資会社天田製作所設立
1964年１月商号を変更し、株式会社アマダと称する
1969年４月本店所在地を東京都中野区から神奈川県伊勢原市に移転
1971年１月米国に現地法人ユー・エス・アマダ社を設立
1972年８月英国に現地法人アマダ・ユー・ケー社〔連結子会社〕を設立
1972年10月ドイツの現地機械商社を買収し、ドイツ・アマダ社〔連結子会社〕を発足
1978年３月園池販売株式会社の株式を株式会社園池製作所より譲り受け
1978年４月ワシノ機械株式会社の第三者割当増資引受により同社株式の16.7％を取得
1978年５月アマダマシンツールプラザ(現アマダマシンツールプラザ第２)を新設
1980年１月米国に現地法人アマダ・エンジニアリング・アンド・サービス社を設立
1982年１月イタリアに現地法人アマダ・イタリア社〔連結子会社〕を設立
1984年９月中華民国に現地法人天田股份有限公司〔連結子会社〕を設立
1986年９月 ﾌﾟﾛﾒｶﾑ･ｼｯｿﾝ･ﾚｰﾏﾝ社(仏国)を買収、ｱﾏﾀﾞ･ｴｽ･ｴｰ社(現ｱﾏﾀﾞ･ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｴｽ･ｴｰ社)
1986年12月オーストリアに現地法人アマダ・オーストリア社〔連結子会社〕を設立
1987年５月カナダに現地法人アマダ・プロメカム・カナダ社〔連結子会社〕を設立
1989年６月シンガポールに現地法人アマダ・シンガポール社〔連結子会社〕を設立
1992年４月ソフト工房棟、研修棟「フォーラム246」を新設
1994年９月香港に現地法人天田香港有限公司〔連結子会社〕を設立
1995年６月タイに現地法人アマダ(タイランド)社〔連結子会社〕を設立
1996年３月マレーシアに現地法人アマダ(マレーシア)社〔連結子会社〕を設立
1998年３月大韓民国の当社販売代理店であるカンコク・アマダ社(現アマダ・コリア社)

〔連結子会社〕の全株式を取得し、販売子会社として発足
1998年９月オーストラリアに現地法人アマダ・オセアニア社〔連結子会社〕を設立
2000年３月インドに現地法人アマダ(インディア)社〔連結子会社〕を設立
2008年４月トルコにアマダ・トルコ社〔連結子会社〕を設立
2009年７月イタリアのｺﾝﾋﾟｭﾃｽ社（現ｱﾏﾀﾞ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾖｰﾛｯﾊﾟ社）〔連結子会社〕を買収
2009年９月ドイツにアマダ・マシンツール・ヨーロッパ社〔連結子会社〕を設立
2009年10月ベトナムにアマダ・ベトナム社〔連結子会社〕を設立
2011年８月ブラジルにアマダ・ブラジル社〔連結子会社〕を設立
2012年２月スイスの現地機械商社を買収し、アマダ・スイス社〔連結子会社〕を発足
2015年４月持株会社制への移行に伴い商号を株式会社アマダホールディングスに変更

組織 沿革



（１）アマダ
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セグメント情報
金属加工機械事業
・板金商品
（レーザマシン、ＮＣ付タレットパンチプレス
〔ＮＣＴ〕、パンチ・レーザ複合加工機、プレス
ブレーキ、ベンディングロボット、シャーリング、
板金加工システムライン、ＦＡ用コンピューター、
ＦＡ用ソフトウエア等）

金属工作機械事業
・切削商品
（金切帯鋸盤、形鋼切断機、ボール盤、金切帯鋸
刃等）

・プレス商品
（メカニカルプレス、プレス加工自動化機械装
置）

・工作機械
（研削盤等) 

その他
・不動産の賃貸等

金属加工機械, 
249,959 , 

83%

金属工作機械, 
50,359 , 17%

その他, 
1,420 , 0%

セグメント別売上収益
単位：百万円

日本, 
148,992 , 

44%

北米, 
67,535 , 

20%

欧州, 
63,073 , 

19%

中国, 
20,575 , 

6%

アジア他, 
37,997 , 

11%

地域別売上収益



（１）アマダ

18
Copyright © 2020 Junichi Takesako All Rights Reserved.



（１）アマダ
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 直販システム
 顧客へのダイレクト販売 ⇒ 顧客ニーズ対応・関係強化のシステム化

 ソリューションセンター（伊勢原本社）
 顧客の課題解決のための「提案」 ⇒ 展示場・実証加工の機能

 イノベーションセンター（富士宮事業所）
 テーマごとの開発機能

 顧客との信頼関係を構築する差別化の仕組み
 顧客の「買う理由」を訴求：展示場や研修棟
 顧客から「買った理由」を訴求：事例研究会、ﾕｰｻﾞ見学会
 顧客から「買い続けたい理由」を訴求：接待施設

⇒ブランド構築とファン化



（２）ＤＭＧ森精機
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組織 沿革
1948年10月 奈良県大和郡山市北郡山町318番地において株式会社森精機製作所（現ＤＭＧ

森精機株式会社）を設立し、繊維機械の製造・販売を開始。
1958年５月 繊維機械の製造を中止し、工作機械(高速精密旋盤)の製造・販売を開始。
1968年４月 数値制御装置付旋盤の製造・販売を開始。
1981年５月 立形マシニングセンタの製造・販売を開始。
1982年７月 MORI SEIKI G.M.B.H.(現DMG MORI Global Marketing GmbH)設立。
1983年８月 MORI SEIKI U.S.A., Inc.（現DMG MORI USA, INC.）設立。※
1999年５月 名古屋市中村区に名古屋ビル建設。
2001年１月 上海森精机机床有限公司を設立。
2001年５月 株式会社太陽工機の発行済株式の40％（現50.16％）を取得。※
2002年６月 DTL MORI SEIKI,INC.を設立。
2002年９月 日立精機株式会社及び日立精機サービス株式会社より営業の一部を譲受。
2004年８月 伊賀事業所内に特機工場、人材開発ｾﾝﾀ(現ＤＭＧ森精機ｱｶﾃﾞﾐｰ)を建設。
2004年10月 本社機能を奈良県大和郡山市より愛知県名古屋市に移転。
2009年３月 GILDEMEISTER AG（現DMG MORI AKTIENGESELLSCHAFT、以下、「DMG 

MORI AG」）との間で業務・資本提携を合意。※
2010年３月 株式会社マグネスケールの発行済株式を100％取得。※
2010年５月 MG Finance GmbH（持分法適用関連会社、現DMG MORI Finance GmbH）を

設立。
2012年７月 DMG MORI MANUFACTURING USA, INC.が操業開始。

森精机(天津)机床有限公司(現DMG森精機(天津)機床有限公司)を設立。
2013年９月 DMG森精機（天津）機床有限公司が操業開始。
2013年10月 商号をＤＭＧ森精機株式会社へ変更。
2014年７月 東京都江東区に東京ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍｯﾄﾞｸｫｰﾀをｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ。
2018年１月 株式会社野村総合研究所とテクニウム株式会社を共同設立。
2018年６月 東京都江東区に東京デジタルイノベーションセンタを開所。
2018年10月 最新デジタル技術を取り入れた新工場棟をFAMOT工場（ポーランド）内にグラ

ンドオープン。※
2019年10月 インドLakshmi Machine Works Limitedにおいて立形マシニングセンタの委託

生産を開始。



（２）ＤＭＧ森精機
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セグメント情報
マシンツール
・工作機械の製造及び販売

インダストリアル・サービス
・工作機械に関連するサービスやソリュー
ションの提供

マシンツール, 
525,219 , 76%

インダストリアル・サービス, 
164,649 , 24%

セグメント別売上収益
単位：百万円

日本, 
81,932 , 

17%

ドイツ, 
101,356 , 

21%

米州, 
82,719 , 

17%

その他欧州, 
152,086 , 

31%

中国・アジア, 
67,682 , 14%

地域別売上収益
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経営理念
私たちは、
独創的で、精度良く、頑丈で、故障しない機械を最善のサービスとコストで
お客様に供給することを通して、ターニングセンタ、マシニングセンタ、複合加工機、研削盤で、
グローバルワンを目指す

私たちは、
最新、最高の開発技術、
正確、緻密な生産技術、
的確、迅速な、販売･サービスで、
全世界のお客様の生産性と効率性の向上の為に不断の努力を行う

私たちは、
チームワークを重視し、まじめで情熱的な努力を評価する。
元気良く、活気があり、陽気な職場でお互いの意見を尊重し、日々の改善改良を行い、
切磋琢磨して共に成長する

私たちは、
グローバルに展開する企業として、公正でオープンな企業文化を育み、世界最適経営を実践する

私たちは、
パートナーと共に繁栄する

私たちは、
工作機械産業を理解する株主の為に企業価値を高め、株主利益の拡大を図る

私たちは、
私たちの提供する商品、サービスの価格設定が企業の繁栄、
永続の為に非常に重要であると考える

私たちは、
将来の研究開発のため、
安定したお客様サービスのため、
継続的な社員教育のため、
環境良く効率的な工場、安全な労働環境を維持するために必要な、キャッシュフローを得る為に、
適切な利潤を得る

私たちは、
責任ある企業市民として地域、社会に貢献する

私たちは、
環境資源を大切にし地球環境を守る

私たちは、
高い倫理観を持って、社会良識に準拠した企業活動を行う
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 繊維機械から工作機械メーカーへの転換
 米国輸出戦略⇒高評価⇒国内鉄工所へ
 ファナックなどNCメーカとの協業

 M&Aでフルラインメーカへ
 吉田鐵工所:ラジアルボール盤、太陽工機:研削盤、日立精機:関東圏の顧客
 ソニー計測機器事業:スケールやセンサーなど計測機器
 DMGとの提携・経営統合

 顧客満足の追求
 技術者を顧客サイトに派遣して教育
 検収後、納入1年後顧客ヒアリング
 苦情後5日以内に回答。1か月後の改善を電話で確認
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組織 沿革
1972年５月富士通株式会社よりＮＣ部門が分離し設立、資本金20億円
1974年７月米国ｹﾞﾃｨｽ社とのﾗｲｾﾝｽ契約により、ＤＣサーボモータの製造販売開始
1975年６月ドイツ、シーメンス社と営業、技術に亘る相互援助契約を締結
1977年11月米国に現地法人FANUC AMERICA CORPORATIONを設立
1978年５月韓国貨泉機工社との共同出資により合弁会社ｺﾘｱファナック株式会社を設立
1980年12月本社地区(山梨県忍野村)にロボットおよびＮＣ工作機械製造工場を建設移転
1981年５月ファナックパートロニクス株式会社を子会社化
1982年６月米国ｾﾞﾈﾗﾙ ﾓｰﾀｰｽﾞ社との共同出資によりGMFanucROBOTICSCORPORATIONを設立
1982年７月富士通ファナック株式会社をファナック株式会社に社名変更
1984年10月東京都日野市より山梨県忍野村へ本店を移転

1986年12月米国ゼネラル エレクトリック社との共同出資により、GE Fanuc Automation
Corporation を 設 立 、 同 社 の 子 会 社 で あ る GE Fanuc Automation
Americas,Inc.およびGE Fanuc Automation Europe S.A.を順次設立

1986年12月台湾に現地法人TAIWAN FANUC CORPORATIONを設立
1991年１月ドイツに現地法人FANUC EUROPE GmbHを設立
1992年９月合弁会社 FANUC INDIA PRIVATE LIMITEDを設立
1992年12月合弁会社北京ファナック機電有限公司を設立
1997年12月合弁会社上海ファナックロボティクス有限公司を設立
2000年９月 FANUC INDIA PRIVATE LIMITEDを子会社化

2004年１月 欧 州 のｻｰﾋﾞｽお よ びｾｰﾙｽ(ﾛﾎﾞﾏｼﾝ) の 体 制 を 再 編 し 、ｻｰﾋﾞｽを 統 括 す る
FANUCEUROPEGmbHおよびｾｰﾙｽを行うFANUCROBOMACHINEEUROPEGmbHを設立

2009年12月ｾﾞﾈﾗﾙｴﾚｸﾄﾘｯｸ社との合弁を解消。米国と欧州におけるＣＮＣのｾｰﾙｽとｻｰﾋﾞｽを行う会社を再編し、FANUCFAAMERICACORPORATIONとFANUCFAEuropeS.A.が発足
2012年３月 FANUCRoboticsEuropeS.A.、FANUCFAEuropeS.A.およびFANUCROBOMACHINEEUROPE

GmbH３社を統合し、FANUC Europe Corporationを発足
2013年５月 FANUC Robotics America Corporation お よ び FANUC AMERICA

CORPORATION２社を統合し、FANUC America Corporationを発足
2018年９月 新会社である上海ファナックロボマシン有限公司が上海ﾌｧﾅｯｸﾛﾎﾞﾃｨｸｽ有限公

司からﾛﾎﾞﾏｼﾝ部門を引き継ぎ、新たな連結子会社として事業開始
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セグメント情報
ＦＡ部門
・ＣＮＣシステム(CNCおよびサーボモータ)レーザ

ロボット部門
・ロボット(ロボットシステムを含む)

ロボマシン部門
・ロボドリル(小型切削加工機)、
・ロボショット(電動射出成型機)、
・ロボカット(ﾜｲﾔｶｯﾄ放電加工機)
・ロボナノ(超精密加工機)

FA,
211,088 , 

33%

ロボット, 
217,526 , 34%

ロボマシン, 
115,056 , 

18%

サービス,
91,898 , 

15%

セグメント別売上高 単位：百万円

日本, 
149,669 , 

24%

米州, 
128,572 , 

20%欧州, 
122,179 , 

19%

中国, 
120,904 , 

19%

その他アジア, 
109,941 , …

その他地域, 
4,303 , 1%

地域別売上高



（３）ファナック

26
Copyright © 2020 Junichi Takesako All Rights Reserved.



（３）ファナック

27
Copyright © 2020 Junichi Takesako All Rights Reserved.

 富士通からの独立。二刀流マネジメント（活用と探索）
 通信機器で稼ぎつつ工作機械という新たな領域への探索⇒ファナック

 オープンイノベーションの先駆け
 工作機械＋コンピュータ

 日本は工作機械部分とCNC※のモジュラー化による独立した進化。
 米国は航空産業など工作機械の囲い込みによる進化減速
※CNC：Computer Numerical Controller、コンピューター数値制御

 森精機へも納入。ただし、操作パネルは独自開発。
 オリジナルの操作感を実現。大手メーカのみ
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BS(2019年) PL (10年)

GMOクリック証券
https://www.click-sec.com/

アマダ

DMG森精機

ファナック

■売上高、■営業利益、■純利益

■339,499
■ 45,316
■ 33,420

■492,561
■ 37,339
■ 17,995

■508,252
■ 88,350
■ 73,371

https://www.click-sec.com/
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ご清聴有難うございました。

中小企業診断士 竹迫 純一
連絡先 ： junichi.takesako@gmail.com
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